
項目 R6取組 成果と課題 改善策・向上策

ａ：「主体
的・対話的
で深い学び
を実現する
授業改善を
推 進 す
る。」

　授業中に内容について考える時間が十分
にあるか」に対しては80％以上が、「そう
思う」「どちらかといえばそう思う」と回
答している。「話し合う活動や説明し文章
に書く活動がよく行われているか？」に対
しては、国語、数学、英語は80％以上が
「そう思う」「どちらかといえばそう思
う」と回答しているが、社会、理科は約
60％となっている。各教科で、授業研究を
行い、ますます主体的で対話的な学びを推
進する取り組みを増やしていく。

　10月の授業研究週間の統一テーマは「主
体的・対話的で深い学び」としている。そ
れぞれの教科で効果的な活動を共有し、実
践する取り組みを進めていく。主体的に学
ぶために、タブレットを利用した活動は有
効である。興味ある内容を深く調べ、視覚
的に捉えて理解し、自分の意見をまとめる
ような活動を増やしていく。さらに、じっ
くりと考え、対話し、表現する活動を学校
全体の授業研究のテーマとして推進してい
く。

ｂ：「教科
連携を通し
て、多角的
な視点で学
ぶ授業を実
践する。」

　「知識や思考力、表現力が身につくよう
な授業が行われているか？」に対し、３年
生80％、２年生79％、１年生85％が「とて
もそう思う」「そう思う」と回答してい
る。物理の力学と数学のベクトル、化学の
計算と数学の指数法則、公共と家庭基礎の
環境問題など教科間で共通するテーマにつ
いては、今後も連携を密にしていく。さら
に、統計的な解析や処理については、すべ
ての教科に関わることであり、多角的な視
点で捉えられるよう指導する。

　授業研究週間に他教科の授業を互見する
取組を続けている。教科連携のヒントにな
ることが多いので、この期間だけでなく、
他教科の授業内容を見る機会を増やしてい
く。連携している授業を年間授業計画の適
切な時期に配置し、連携することの効果を
さらに高める。生徒の発想をより引き出す
ため、設問の方法を工夫することも大切で
ある。

ａ：「目標
とすべき将
来 の 生 き
方･進路を
考えて進路
計画を立て
る と と も
に、その実
現に向けた
取組を進め
る。」

「進路ストーリーに基づき、生徒の進路
に応じた個別指導体制」に関しては、担当
する教員や、生徒・保護者とも一定の評価
をしている。特に進路を決定していく3年生
は、入試に向けた進路ガイダンスや進路講
演会や小論文講座などの行事もあり評価は
高い。志望校を固めていく2年生は、毎月教
室に、今すべき進路活動を掲げ、2学期には
志望理由書をまとめる講演を例年より早く
計画した。1年生ではFTを利用した大学の出
前講座などを学年会を中心に実施した。（3
年85.7％、2年84.1％、１年79.6%）

各学年とも学期始めに進路ストーリーを
教室に掲げ、計画性を持った進路指導を行
う。また、進路ガイダンス等で説明した抜
粋資料を教室に掲示することで、継続的な
進路支援につなげる。
また、大学の先生から自身の研究内容に関
する講演会などをＦＴを活用し計画するこ
とで、将来の目標を明確にもてる生徒の育
成を目指す。さらに、２年生は志望理由を
考える行事を夏以降に行い、進路への意識
を早期に持たせる。

ｂ：「自己
の適性を理
解し、興味
関心ある分
野の探究を
深める意識
を 醸 成 す
る。」

本年度より、「外部指導者からの助言や
支援を受け、主体的な探究活動をした」か
ら「課外教育活動（学問発見講座、ビブリ
オバトルなど）に積極的に取り組んだ」と
いう質問項目に変更した。どの学年もやや
低い評価になっている。（3年70.6％、2年
62.3％、1年78.8％）

課外教育活動は、校内の模擬授業や大学
のオープンキャンパス、また、模擬講義に
参加することで、興味関心が深まり成果が
上がっている。学問発見講座やビブリオバ
トルを含めて、生徒たちが校内校外の興味
ある行事に参加し、自分の適性を理解する
活動につなげる。

ａ：「生徒
自らが、校
則を含めた
現状の問題
点を見いだ
し、仲間と
協働して、
学校生活の
向上を目指
す。」

 「本校の生活指導は、自分にとって日常生
活やマナーや社会のルールについて意識さ
せるものとなっている。」に関する生徒評
価が、１年生で76％、２年生で75％、３年
生で87％である。ここ５年間で毎年、時代
に合わない校則を改定する運動を進めてき
た成果が上がっている。(教職員75％、保護
者は90％)
　「部活動や委員会・学校行事は、自分に
とって学校生活を充実させるものとなって
いる。」に関する生徒評価は、生徒全体で
約９０％である。生徒支援部の仕事の柱の
一つであり、高い評価となっている。(教職
員96％、保護者90％)

　今後も生徒主導で、実情に沿った校則改
定を行っていく。その際、生徒会には、
「統一ＬＴ」や「生徒会便り」を通して、
「現行のルールがある理由」「改定する理
由」を他の生徒達と共有しながら進める。

　部活動や、委員会、学校行事をこれまで
以上に生徒主体の活動にすることで、学校
生活の満足度を高める。

ｂ：「ＬＨ
や避難訓練
を 通 し 教
員・生徒共
に防災意識
を 高 め
る。」

　「心身の健康や安全な学校生活への配慮
がなされている。」に関する生徒評価は、
１年生で92％、２年生で88％、３年生で
87％である。災害時に生徒たちの安全を守
るため、全ての部屋に「避難経路図」を張
り、「避難訓練」を実施し、被災時にどの
ように行動すべきかを確認してきた。
　近年の異常気象を鑑み、熱中症対策を
行ってきた。

　日程調整を工夫し、３年に一度は、臨機
応変的な避難訓練を実施する。

　熱中症対策の一つとして、来年度は体育
祭を越前市アイシンスポーツアリーナで実
施する。

R６年度　福井県立武生東高等学校　学校評価書

重点目標１

教育課程
および

学習支援

重点目標２

　進路支援

重点目標3

　生徒支援
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項目 R6取組 成果と課題 改善策・向上策

R６年度　福井県立武生東高等学校　学校評価書

ａ：「探究
活動に取り
組むことで
生徒の論理
的な思考を
育み、自分
の考えを発
信する力を
育 成 す
る。」

１年生では理数探究基礎、２年生では総
合的な探究の時間・地域学・理数探究、３
年生では総合的な探究の時間・理数探究を
通して、生徒の論理的な思考を育み、様々
な発表の機会を通じて、自分の考えを発信
する力を育成してきた。探究学習に積極的
に 取 り 組 ん だ 生 徒 の 割 合 は 、 １ 年 生
88.3％、２年生89.1％、３学年90.7％、ま
た、教員では89.7％であり、学校全体とし
て積極的に探究活動に取り組むことができ
た。県内大学、越前市役所、地域の経営者
との連携をさらに広げ、生徒の様々な関心
にあわせた支援を強化する必要がある。

探究学習の授業を木曜日から水曜日に変
更し、連携協定を締結している福井大学国
際地域学部のＰＢＬと同時間に実施するこ
とで、より多くのアドバイスや支援を受け
られるようにする。さらに、生徒の様々な
関心にあわせた支援ができるよう連携先を
広げる。

ｂ：「英語
セミナー・
ＷＨＦ等の
学校行事を
通して、異
文化交流活
動を推進す
る。また、
授業やフロ
ンティア
タイム等に
おいて理数
への興味を
もち、探究
活動を推進
する。」

４月と９月に姉妹校が来校、８月には姉
妹校を訪問するなど本年は活発に国際交流
を行った。これらの活動は本校の大きな特
色であり、今後も積極的に実施していく。
９月に実施した国際会議(ＷＨＦ)は、姉妹
校のザビエル高生とは対面で、ブータンや
フィリピンからの参加者とはオンラインで
実施し、４か国66名が参加した。参加者満
足度は91.7％であった。２月に実施する英
語セミナーでは、次年度グローバル科に進
む生徒が参加し、実践的な英語活用能力を
高めることを目的に実施する。また、オン
ラインでニュージーランドの姉妹校との交
流活動も実施することができた。

１年生では、フロンティアタイムや理数
探究基礎という授業を通して理数に関する
探究活動を進めている。また、福井工業大
学と連携した実験授業を年３回実施した
り、地元企業を訪問し、工業技術について
学んだりすることで理数への興味を喚起し
てきた。

交流ルームや共同演習室を活用したオン
ラインでの交流活動に加え、８月に実施予
定のニュージーランドの姉妹校訪問など本
校と海外の高校生との交流をさらに充実さ
せていく。

サイエンス、クエスト、グローバルの３
科の特性を踏まえた探究学習を授業で進め
ていく。また、サイエンス科において、理
数探究の授業やフロンティアタイムを活用
して、理数探究の研究成果の集約と共有
化、校外への発信を進めていく。

ａ：「オー
プンスクー
ル、学校説
明会等の実
施やわかり
やすいパン
フレット、
ホームペー
ジの作成に
より、学校
教育活動の
広報の充実
に 努 め
る。」

オープンスクールに加え、学校説明会を
５回実施し、参加者は100名を超えた。参加
者の学校説明についての理解度は100％で
あった。また、学校ＨＰにおいて、常に最
新の活動を配信してきた。ＨＰ更新回数も
80回を越え、積極的な情報発信に関する実
感は、適切な情報発信をした教員の割合
86.2％という結果にも表れている。

丹南地区各中学校に武生東高校だよりを
７回発行し、情報発信を行なってきた。
ターゲットを中学生に絞り、探究活動、部
活動、研修旅行などテーマを設定して本校
の取組みをわかりやすく伝えてきた。

企画総務部に加え、他の校務分掌などか
らの原稿作成の協力を得たことで、全校を
あげて教育活動の充実と発信に取り組める
ようになってきている。また、本校保護者
や中学生とその保護者にもＨＰ閲覧を通し
て、本校の教育活動の理解促進が図れるよ
う、ＰＴＡの会議など様々な機会を利用し
て、ＨＰについて広報する。

学校紹介リーフレット、ポスター作成を
はじめ学校説明会まで、スムーズな広報活
動が実施できた。Ｒ７年度は、７月に中学
３年生を対象としたオープンスクールを実
施することに加え、できるだけ早期に中学
生や保護者を対象とした学校説明会を実施
し、中学生とその保護者のニーズにあった
広報活動を行なっていきたい。

ｂ ：
「 Hino ･
Quest(総合
的探究 )に
おいて世代
を超えた交
流の場を増
加する。」

大学の先生からの助言や支援を受け、探
究活動に活かすことができたと回答した保
護者は84.3％、教員は89.7％であった。の
べ100名を超える大学教員や外部指導者から
助言や支援を継続的に受けている。探究的
な学習や進路につながる助言や支援が得ら
れるよう連携を強化していく必要がある。

３つの科の特性を踏まえ、多角的･複合的
に事象を捉え、課題を解決する力を身につ
ける学びを充実させることが必要である。
６年目を迎えた２年生時の課題解決学習に
おいて、県内大学などとの連携を通して、
さらに充実させていく。また、自分自身の
活動の省察や進路を考える時間の充実を進
める。

重点目標５
外部との連

携

重点目標４
　
グローカル
・サイエン
ス・ＳＤＧ
ｓ

2


